
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20２０.8.28 学校だより No.１4 

。 

三豊市立山本小学校  

 
「自分は絶対に他人にうつさないぞ」と考えるだけで、周りの化け物は人の顔を取り戻すものである。（吉村萬壱） 
コロナ禍のさなか、「自分だけは絶対にうつるもんか」と意識を尖らせているうち「周囲は化け物だらけ」に見えてくる

と、作家は言う。誰かの接近に身構えたり、周りの敵意に怯えたり。 ─2020.5.15、朝日新聞「折々の言葉」（鷲田清一）より─ 
 
 「ウィズコロナ」という言葉は、コロナウイルスの不安の中で生きていかなければならないというやるせなさ
も感じます。一方で、私たちが今、大切にしていきたいのは、ウィズ「コロナに不安を抱えている人」、ウィズ
「コロナに感染してしまった人」の考え方です。 

【２学期の学級委員さんです（氏名のみ）】 

１年：原 大泰・糸川愛彩・大木一輝・仲 雅美 

２年：北岡丈一郎・藤原 楓・田渕幹大・篠原芙樺 

３年：銅金瑛人・須藤瑚々・石川遥斗・大木麻由 

４年：山根春士・松浦光玖・伊藤叶翔・大西みちる 

５年：田中 悠翔・北岡 理子・大北暖流・片桐 瑞歩 

６年：宇川 誓・小出萌桃・矢野佑門・近藤柚希 

新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう（日本赤十字社の資料から抜粋） 

新型コロナウイルス感染症に関する差別・偏見の防止に向けて（文部科学大臣メッセージから抜粋） 

〇 もし、自分が感染したり症状があったりしたら、友達にはどうしてほしいかということを考えて行動して

ほしいと思います。 

〇 高齢者や病気がちの人は、感染すると症状が重くなってしまう危険があります。自分は元気だから大丈夫

ということではなく、そのような人たちに感染させることがないよう、思いやりの気持ちを持ってほしいと

思います。 

市民の皆様への市長メッセージ（新型コロナウイルス感染症対策）（市長メッセージから抜粋） 

感染者や医療従事者、その家族の方々への誤解や偏見、誹謗中傷は絶対にあってはなりません。思いやりの

ある行動をお願いします。 

 この感染症は“３つの顔”をもっており、これが“負

のスパイラル”としてつながることで、さらなる感染

の拡大につながっています。ウイルスがもたらす第３

の“感染症”は、嫌悪・偏見・差別です。 

不安や恐れは人間の生き延びようとする本能を刺激

します。そして、ウイルス感染にかかわる人や対象を

日常生活から遠ざけたり、差別したりするなど、人と

人との信頼関係や社会のつながりが壊されてしまいま

す。 

各学級で任命しました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスが多くの人々の健康を奪っています。この上、コロナを原因とする差別や偏見まで広がらせたくはありません。 

☆ ◇ ○ ◎ 心まで、コロナに負けないように ◎ ○ ☆ ◇ 


